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R2-3懇話会からの提言書に基づく施策事業の進捗状況 

 

前期懇話会（R2-3）から提言があった内容の実施状況は下記のとおりです。 

赤字で令和 5年度の状況を追記しています。また、第 1回懇話会から変更した箇所については、網掛けをしています。 

 

     施策事業 実施状況 進捗 

1. 災害時の対応 

 
1．災害時の対応に関する手話出前講座 

 1. 手話出前授業で実施している災害時のロールプレイ

の継続 

2. 聞こえない人が町内会の防災訓練や会合に参加し相

互理解を深める 

 

 

 

1. 手話出前運営委員会で内容を精査したうえで、災害時

のロールプレイを継続して実施しています。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

2. 石狩市連合町内会連絡協議会に、手話通訳者・要約筆

記者派遣制度について周知し、聞こえない人が参加し

やすい環境づくりに努めました。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

2．災害時に手話で情報取得のできる体制整備 

 1. 広報や町内会回覧などによる聞こえない人に対する

支援方法の周知 

2. 災害時の情報取得のための情報提供方法の確立 

3. 避難所での情報保障のための遠隔手話通訳用タブレ

ットパソコンの設置やコミュニティアプリ等の利

用、筆談グッズの配置 

 

 

 

 

 

1. 町内会回覧「紙面で学ぼう！！石狩市の手話出前講座

（災害編）」で、災害時における支援方法やこれまで

の取組みを紹介しました。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

 8月の町内会回覧で周知 

2. 災害時には、避難行動要支援者制度により避難の支援

を行います。 

⇒令和 5年 

度においても、継続して実施します 

3. 避難所における筆談グッズの配置について、担当課と

調整中です。 

⇒10月に市内指定避難所 40カ所すべてに配置します 

筆談グッズは購入済み 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

△ 

 

 

 

2. 町内会、自治会等での手話の理解促進 

 １．聞こえない人や手話についての理解促進を図る情報発信 

 1. 聞こえない人と聞こえる人が集える場所の創出 

2. 手話表現のみではなく聞こえないことを理解しても

らうための動画配信 

3. 親子が共に学べる講座の実施 

 

 

 

 

 

1. コロナ禍により進んでいない状況ですが、関係団体と

協議していきます。 

⇒市内の手話関係団体と協議の場を持ち、検討します 

 北海道手話通訳問題研究会石狩班と協議 

2. どのような手法が適切か検討していきます。 

⇒関係団体である石狩市手話出前講座運営委員会と 

協議の場を実施、今後も継続して協議します 

3. 親子を対象にした手話出前講座「親子で学ぶ手話」を

開催しました。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

△ 

 

 

 

△ 

 

 

○ 

 

２．地域活動に参加するための情報保障  

 1. 町内会の会合や学校の行事などに参加する際の手話

通訳者の派遣 

2. 町内会の既存イベントと連携した手話出前講座の実

施 

 

 

 

1. 石狩市連合町内会連絡協議会及び市内小中学校に、手

話通訳者・要約筆記者派遣制度について周知し、聞こ

えない人が参加しやすい環境づくりに努めました。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

2. 石狩市連合町内会連絡協議会に、手話出前講座につい

て周知しました。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

 民生委員児童委員協議会の会合で手話出前講座を 

実施 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

（裏面に続きます） 
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     施策事業 実施状況 進捗 

3. 聞こえない子どもや保護者への支援 

 １．聞こえない子どもが手話を習得できる環境整備 

 1. きょうだいや祖父母など、他の家族も含め手話を学

ぶことが出来る環境整備 

 

 

1. 現状、必要としている世帯はありませんが、必要とな

った場合は、それぞれの個別ケースに基づき対応して

いきます。 

⇒令和 5年度においても、同様に対応します 

△ 

 

 

 

２．保護者等が相談する際の体制整備   

 1. 保護者の考え方を尊重した多様な選択肢の提供 

 

 

 

1. 総合保健福祉センターりんくるの担当課窓口に、全日

本ろうあ連盟作成のパンフレットを配置し、情報提供

しました。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

 手話フェスタの会場内でパンフレットを配置 

○ 

 

 

 

4.コロナ禍において必要な視点 

 １．動画配信などによる周知啓発 

 1. 集合せずに個々で学べる取組みの実施 

 

 

 

1. 集合せず自由に手話を学べるよう、手話動画の

YouTubu チャンネルを開設し、二次元コードを広報表

紙などに貼付けて周知しました。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

○ 

 

 

 

２．オンラインシステムの活用 

 1. 遠隔手話通訳の必要性を鑑みたタブレットパソコン

の公共施設などへの設置 

2. メリットデメリットを踏まえた、会議や研修会の開

催方法の選択 

 

 

 

1. 現在、市内公共施設・医療機関・金融機関 13カ所にタ

ブレットパソコンを設置しています。 

⇒令和 5年度においても、継続して実施します 

2. 一部、学校が主体でオンラインにより手話出前授業を

開催するなど、それぞれの状況を踏まえて、適切に対

応しました。 

⇒令和 5年度においても、同様に対応します 

○ 

 

 

○ 

 

 

３．情報保障のあり方の検証 

 1. 緊急事態宣言などが解除された後の検証 

 

 

1. 市内部で検証し、今後関係者と協議していきます。 

⇒市内部での検証後、関係者である登録手話通訳者と 

情報共有し意思統一を図りました 

○ 

 

 

 


